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【提出日】平成19年12月14日(2007.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物であって、以下：
　（ａ）金属サリキサレート；
　（ｂ）少なくとも１種の添加剤であって、該添加剤は、（１）酸化防止剤；（２）摩擦
改質剤；（３）分散剤；（４）粘度改質剤；（５）分散剤粘度改質剤；および（６）金属
のヒドロカルビルジチオリン酸塩以外の耐磨耗剤からなる群より選択される、添加剤；な
らびに
　（ｃ）潤滑粘度の油、
を含有し、該組成物は、金属のヒドロカルビルジチオリン酸塩由来の、約４００ｐｐｍ以
下のリンを含有し；そして全硫酸塩灰分含有量が、約１．５重量％未満である、組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、前記添加剤（１）～（６）のうちの３種以上を必要とする、請求項１に
記載の組成物。
【請求項３】
　前記成分（ｂ）が、（１）酸化防止剤；（２）摩擦改質剤；（３）粘度改質剤；（４）
分散剤粘度改質剤；および（５）金属のヒドロカルビルジチオリン酸塩以外の耐磨耗剤か
らなる群より選択される少なくとも１種の添加剤である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記組成物が、分散剤をさらに含有し、該分散剤が、Ｎ置換長鎖アルケニルスクシンイ
ミドである、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記金属サリキサレートの金属が、アルカリ金属またはアルカリ土類金属である、請求
項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記酸化防止剤が、ジフェニルアミン、ヒンダードフェノール、またはこれらの混合物
である、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記摩擦改質剤が、ポリオールと脂肪族カルボン酸とのモノエステルを含有するか、ま
たは該粘度改質剤が、オレフィンコポリマーを含有する、請求項１～３のいずれか１項に
記載の組成物。
【請求項８】
　前記分散剤粘度改質剤が、（ａ）不飽和ジカルボン酸無水物またはその誘導体およびア
ミンとグラフト重合した、オレフィンコポリマー；（ｂ）アミンで官能基化されたポリメ
タクリレート；（ｃ）（ｉ）スチレン、（ｉｉ）必要に応じてアミンで官能基化された、
不飽和ジカルボン酸無水物またはその誘導体を含むエステル化コポリマー；ならびにこれ
らの混合物からなる群より選択される、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記金属サリキサレートが、油なしでの状態に基づいて、前記組成物の約０．０１重量
％～約２０重量％で存在し；前記成分（ｂ）の添加剤（１）～（６）の各々は、油なしで
の状態に基づいて、該組成物の約０重量％～２５重量％で存在し、ただし、少なくとも１
種の添加剤が、該組成物の０．１重量％以上で存在し；そして前記潤滑粘度の油が、該組
成物の９９．８９重量％までで存在する、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
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　全硫黄含有量が、約０．５重量％未満であり、そして全リン含有量が、約０．０７重量
％未満である、請求項１～９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　組成物の調製のためのプロセスであって、該プロセスは、以下：
　（ａ）金属サリキサレート；
　（ｂ）少なくとも１種の添加剤であって、該添加剤は、（１）酸化防止剤；（２）摩擦
改質剤；（３）分散剤；（４）粘度改質剤；（５）分散剤粘度改質剤；および（６）金属
のヒドロカルビルジチオリン酸塩以外の耐磨耗剤からなる群より選択される、添加剤；な
らびに
　（ｃ）潤滑粘度の油、
を混合する工程を包含し、該組成物は、金属のヒドロカルビルジチオリン酸塩由来の、約
４００ｐｐｍ以下のリンを含有し；そして全硫酸塩灰分含有量が、約１．５重量％未満で
ある、プロセス。
【請求項１２】
　内燃機関を潤滑するための方法であって、該内燃機関に、請求項１～３のいずれか１項
に記載の組成物を含有する潤滑剤を供給する工程を包含する、方法。
【請求項１３】
　改善された機関清浄度、低下した磨耗、低下したＮＯｘ放出および低下した粒子放出か
ら選択される群のうちの１つ以上を与えるための、請求項１～３のいずれか１項に記載の
組成物の使用。
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